
 

   

   

   

「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」の集計結果 

 

１． 調査の目的 

会員各社の各事業部門における景況について、現在の状況と見通しを四半期ごと

に調査することにより、全体としての住宅不動産市場の市況動向を把握し、各種資料

作成の為の基礎資料とするとともに、会員各社の参考とする。 

 

２． 調査方法 

協会正会員６２５社（平成１９年３月２８日現在）に対してＦＡＸにてアンケートを依頼。 

 

３． 調査内容 

（１）分譲住宅 

①戸建住宅（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

②マンション（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

（２）不動産仲介・代理 

①売買 

②賃貸 

（３）賃貸管理 

（４）建築請負 

①個人住宅（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

②法人受注 

③ビルその他の受注 

 （５）リフォーム 

 

上記各部門において、各社の（ア）第４四半期（平成１９年１～３月）の状況、（イ）次

期四半期（平成１９年４～６月）の見通しについてそれぞれ、「良い」「やや良い」「普通」

「やや悪い」「悪い」の５段階評価を行う。及び、第４四半期（平成１９年１～３月）の状況

について、会員の資本金別に集計を行う。 

 

４． 調査実施期間 

平成１９年３月２８日～平成１９年４月１７日 

 

５． 回答社数 

 １９７社／６２５社（全国） 

※本部会員 １３８社、支部会員 ５９社 



「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」集計結果表
(全国版：回答社数) 197社　／ 全国625社

Ⅰ　分譲住宅
現場・展示場・モデルルーム来場状況

 全体 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 2 1% 2 1% 2 1%
やや良い 23 12% 21 12% 28 17%
普通 82 42% 80 46% 87 54%
やや悪い 72 37% 54 31% 36 22%
悪い 18 9% 16 9% 8 5%
合計 197 173 161

戸建住宅 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 1 1% 1 1% 1 1%
やや良い 9 8% 11 12% 14 16%
普通 43 41% 44 46% 47 53%
やや悪い 41 39% 31 33% 19 22%
悪い 12 11% 8 8% 7 8%
合計 106 95 88

マンション 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 1 1% 1 1% 1 1%
やや良い 14 15% 10 13% 14 19%
普通 39 43% 36 46% 40 55%
やや悪い 31 34% 23 29% 17 23%
悪い 6 7% 8 10% 1 1%
合計 91 78 73

売れ行き
 全体 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 9 5% 3 2% 3 2%
やや良い 25 13% 22 12% 28 17%
普通 81 41% 83 46% 91 54%
やや悪い 70 36% 54 30% 39 23%
悪い 12 6% 17 9% 8 5%
合計 197 179 169

戸建住宅 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 4 4% 0 0% 1 1%
やや良い 13 12% 13 13% 11 12%
普通 40 38% 43 43% 51 55%
やや悪い 39 37% 31 31% 23 25%
悪い 9 9% 12 12% 7 8%
合計 105 99 93

マンション 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 5 5% 3 4% 2 3%
やや良い 12 13% 9 11% 17 22%
普通 41 45% 40 50% 40 53%
やや悪い 31 34% 23 29% 16 21%
悪い 3 3% 5 6% 1 1%
合計 92 80 76



Ⅱ　不動産仲介・代理
 全体 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 3 2% 5 3% 1 1%
やや良い 40 22% 34 20% 37 23%
普通 85 46% 95 56% 87 54%
やや悪い 48 26% 27 16% 30 19%
悪い 9 5% 10 6% 7 4%
合計 185 171 162

売買 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 2 2% 5 5% 1 1%
やや良い 28 27% 18 19% 24 26%
普通 40 38% 51 53% 45 49%
やや悪い 30 29% 16 17% 17 19%
悪い 5 5% 6 6% 4 4%
合計 105 96 91

賃貸 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 1 1% 0 0% 0 0%
やや良い 12 15% 16 21% 13 18%
普通 45 56% 44 59% 42 59%
やや悪い 18 23% 11 15% 13 18%
悪い 4 5% 4 5% 3 4%
合計 80 75 71

Ⅲ　賃貸管理 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 2 3% 3 4% 2 3%
やや良い 12 16% 14 17% 10 13%
普通 55 72% 52 63% 51 68%
やや悪い 3 4% 11 13% 10 13%
悪い 4 5% 2 2% 2 3%
合計 76 82 75



Ⅳ　建築請負
個人住宅

来場状況 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 1 1% 1 2% 1 2%
やや良い 12 16% 9 16% 10 19%
普通 33 45% 26 46% 26 50%
やや悪い 19 26% 14 25% 10 19%
悪い 8 11% 7 12% 5 10%
合計 73 57 52

売れ行き 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 2 3% 1 2% 1 2%
やや良い 10 13% 5 8% 7 13%
普通 30 40% 29 49% 27 50%
やや悪い 22 29% 15 25% 14 26%
悪い 11 15% 9 15% 5 9%
合計 75 59 54

法人受注 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 2 4% 2 4% 2 4%
やや良い 7 14% 7 14% 6 13%
普通 30 59% 21 43% 20 43%
やや悪い 4 8% 13 27% 13 28%
悪い 8 16% 6 12% 5 11%
合計 51 49 46

ビルその他の受注 平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 2 5% 3 8% 3 9%
やや良い 5 13% 1 3% 2 6%
普通 22 55% 16 43% 14 40%
やや悪い 2 5% 10 27% 10 29%
悪い 9 23% 7 19% 6 17%
合計 40 37 35

Ⅴリフォーム
平成18年度第3四半期の状況 平成18年度第４四半期の状況 平成１９年度第１四半期の見通し

良い 1 1% 3 5% 3 5%
やや良い 15 19% 12 19% 15 25%
普通 48 62% 39 61% 35 59%
やや悪い 13 17% 9 14% 5 8%
悪い 1 1% 1 2% 1 2%
合計 78 64 59



「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」集計結果表(全国版）

Ⅰ　分譲住宅

現場・展示場・モデルルーム来場状況
 全体 戸建住宅 マンション

売れ行き
 全体 戸建住宅 マンション
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Ⅱ　不動産仲介・代理

 全体 売買 賃貸

Ⅲ　賃貸管理
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Ⅳ　建築請負

個人住宅
来場状況 売れ行き 法人受注 ビルその他の受注

ビルその他の受注

Ⅴリフォーム
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「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」平成18年第４四半期における資本金別集計結果  全国版　

Ⅰ　分譲住宅

現場・展示場・モデルルーム来場状況

 全体 戸建住宅 マンション

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 2% 0% 0% 0% 良い 0% 0% 0% 0% 良い 4% 0% 0% 0%

やや良い 7% 10% 19% 18% やや良い 6% 7% 26% 13% やや良い 8% 15% 12% 20%

普通 50% 39% 48% 50% 普通 52% 43% 48% 38% 普通 48% 31% 48% 53%

やや悪い 29% 39% 27% 32% やや悪い 33% 36% 26% 38% やや悪い 24% 46% 28% 27%

悪い 12% 12% 6% 0% 悪い 9% 14% 0% 0% 悪い 16% 8% 12% 0%

売れ行き

 全体 戸建住宅 マンション

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 2% 2% 2% 0% 良い 0% 0% 0% 0% 良い 4% 7% 4% 0%

やや良い 8% 9% 18% 18% やや良い 6% 7% 29% 25% やや良い 13% 13% 8% 14%

普通 45% 44% 50% 45% 普通 47% 43% 46% 25% 普通 42% 47% 54% 57%

やや悪い 32% 35% 24% 36% やや悪い 33% 36% 21% 50% やや悪い 29% 33% 27% 29%

悪い 13% 9% 6% 0% 悪い 14% 14% 4% 0% 悪い 13% 0% 8% 0%



Ⅱ　不動産仲介・代理

 全体 売買 賃貸

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 4% 0% 3% 0% 良い 7% 0% 5% 0% 良い 0% 0% 0% 0%

やや良い 21% 12% 26% 15% やや良い 23% 10% 24% 14% やや良い 18% 14% 29% 17%

普通 51% 53% 66% 85% 普通 44% 55% 62% 86% 普通 61% 50% 71% 83%

やや悪い 17% 32% 5% 0% やや悪い 19% 30% 10% 0% やや悪い 15% 36% 0% 0%

悪い 7% 3% 0% 0% 悪い 7% 5% 0% 0% 悪い 6% 0% 0% 0%

Ⅲ　賃貸管理

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 7% 5% 0% 0%

やや良い 28% 16% 0% 22%

普通 52% 58% 85% 78%

やや悪い 14% 21% 10% 0%

悪い 0% 0% 5% 0%



Ⅳ　建築請負

個人住宅

来場状況 売れ行き 法人受注

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 7% 0% 0% 良い 0% 6% 0% 0% 良い 0% 15% 0% 0%

やや良い 9% 7% 35% 0% やや良い 5% 6% 17% 0% やや良い 18% 0% 24% 0%

普通 45% 40% 47% 50% 普通 45% 38% 61% 50% 普通 41% 38% 41% 100%

やや悪い 36% 27% 6% 50% やや悪い 36% 25% 11% 50% やや悪い 35% 23% 24% 0%

悪い 9% 20% 12% 0% 悪い 14% 25% 11% 0% 悪い 6% 23% 12% 0%

ビルその他の受注 Ⅴリフォーム

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 17% 7% 0% 良い 0% 7% 10% 0%

やや良い 0% 0% 7% 0% やや良い 17% 20% 15% 25%

普通 45% 33% 50% 0% 普通 67% 53% 60% 75%

やや悪い 36% 17% 29% 0% やや悪い 17% 20% 10% 0%

悪い 18% 33% 7% 0% 悪い 0% 0% 5% 0%



　　　　　　各社コメントより

全体のコメント
支部 コメント

北海道 事業用物件への投資が著しい下降を見せているようである。

本部 良い現場と悪い現場の差が、これまで以上にはっきりしてくるだろう。

前年比では、やや悪く推移するものと予想する。

全体的に良好と感じられる。

全体に売却物件の供給過多が目立ち始めている。価格面で落着きが出てくるのではない
か。

建設費の値上がりで、４０坪前後のワンルーム用地の売却物件情報が増えたが、成約率は
低い。今期は不動産の二極化による価格見直しがいっそう進むと思われる。

第１四半期については、デフレ脱却を視野に、良質で適正価格の商品が主流となる兆しが
ある。

地価変動のバラツキが大きく高騰地区の破綻がいつ来るか不安である。株価の動きに連動
するのではないか。

土地価格の高騰により、ユーザーへの供給価格が高まる為、売れ行きは悪化するであろ
う。

土地値上がりによる販売価格上昇に顧客の購入力が追いついていけない（郊外で）。

都心部の土地価格が上がりすぎて、なかなか取得の決断がつかない。

金利や地価の高騰による懸念があったが、現状際立った影響は見受けられない。一方、顧
客ニーズに変化が目立つので、商品の更なる差別化が継続課題として挙げられる。

土地の高騰傾向と建築の値上がりによる売値の決定に困難を来たす状況にある。

注文住宅は変化ないが、完成建売住宅が少々落ちている。

最需要期の１から３月期は、当社にとって過去に例がないほど厳しかった。要因としては、
昨年末からの新規現場の価格上昇に伴い、即決が見込めず選択眼がますます厳しくなっ
ている。

戸建住宅の動きが良くなって来ているが、将来的にはやや不安な材料もある。

戸建の集客が昨年末より少し悪いような気がする。マンション集客については、横ばいであ
る。

分譲住宅は一時小休止している。建築注文は多忙である。特にＲＣ部門は超多忙である。

横浜市内のマンション建設が多く、戸建用地が少なくなってきている。

売買については、都心が加熱し過ぎていており、地方への投資分散が加速しそうである。

関西 団塊ジュニア、ネキスト層の収入増が鍵である。

北陸 多額の退職金が住宅に回る見込みで需要は増加すると考える。

九州 金利の上昇の報道がお客様の見通しをやや低くしているようだ。
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　　　　　　各社コメントより

（戸建）分譲住宅の戸建住宅に関するコメントを示す。

（マンション）分譲住宅のマンションに関するコメントを示す。

本部 （戸建）物件問い合わせ等の反応が伸びており、今後の販売も良好と判断する。

（戸建）１月２月は来場は激減、３月になり回復傾向にある。来場増により契約棟数増につな
がってきた。４月以降も継続すれば例年と同様になる。

（戸建）人気のある場所は成約が早い。

（戸建）今期は低調であった。後半に期待する。

（戸建）売れ方が遅くなっている。

（戸建）供給価格帯が、市場価格より高額となったため、新聞折込、チラシでの集客は殆ど
期待できない。タウンズでの反響は、一次取得者で高価格帯にもかかわらず来ている。

（戸建）少し資金難の顧客が目立つようになった。

（戸建）需要は根強いが、土地仕入れ価格が上昇し成約件数はやや落ち込むと考える。

（戸建）土地の仕入れ値が異常にに高くなり、それに追従出来ず、よって仕入れを見合わ
せ中である。

（マンション）人気物件とそうでない物件とが、はっきりとして来ている様に感じる。

（マンション）新駅、新線に加へ、郊外型駅近物件が好調に継続中。

（マンション）価格の安い住戸からの客付けが良い。

（マンション）販売価格の上昇により、今まで販売好調の下支えをしてきた客層が動かなく
なってきたように思われる。

（マンション）新価格の案件については、エンドユーザーには浸透していない。

（マンション）相場の上昇により、郊外型の割安物件が動き出している。

（マンション）地価上昇が一般ユーザーに浸透してくると好転すると思われる。

（戸建）大手ハウスメーカーとの共同物件を3月下旬より販売開始したが、チラシ1万に対し
来場がない。

（マンション）建設中物件の来場数は、場内モデルで入りづらいため、悪いものもあるが、完
成物件は、やや良くなるように思われる。

四国 売れ行きはエリアによってかなり差がある。

（売買）不動産仲介・代理の売買に関するコメントを示す。

本部 （売買）土地価格の急激な上昇により、取引は停滞気味である。

（売買）物件の出回り件数自体は多いものの価格の高騰感が強く、実需に結びつきにくくな
りつつある。

（売買）首都圏を中心に良好である。

（売買）23区内の物件は、概ね好調である。

（売買）都心回帰の傾向にあるが、郊外の物件情報が多い。

（売買）問い合わせが多くなってきた。

（売買）１０００万円以下の低価格帯、資産処分での売却受託が多い。一般仲介案件受託
は少ない。

四国
（売買）第4四半期は、堅調に推移した。次期は本年度追い込みの影響で落ち込む見込
み。

東海
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　　　　　　各社コメントより

（賃貸）不動産仲介・代理の賃貸に関するコメントを示す。

本部 （賃貸）新規物件の発掘に苦戦している。

（賃貸）空室が少なくなった。

（賃貸）契約件数は若干増加している。

信越 （賃貸）新規物件が増加する中で、旧来の物件の回転が悪い傾向にある。

（賃貸管理）賃貸管理に関するコメントを示す。

本部
（賃貸管理）人の動きが活発化している影響で、住居系の動きが例年より早く、かつ活発で
あった。

（賃貸管理）地域によって差がある。

（賃貸管理）都心型は好調であり継続中。

（賃貸管理）集客は１から３月は一割減。今まで集客媒体は、店頭来店が１位であったが、
最近はインターネットがトップ媒体となっている。

（賃貸管理）ファンド案件が増加している。

（個人住宅）建築請負の個人住宅に関するコメントを示す。

本部
（個人住宅）展示場イベントにより来場は上昇した。３月末期限のキャンペーンが奏功し受
注も増加傾向にある。

（個人住宅）インターネットによる問い合わせは、増加。

（個人）来場も少なく、雑誌からの反響も少なくなってきている。

（法人）建築請負の法人からの受注に関するコメントを示す。
（ビル）建築請負のビルその他の受注に関するコメントを示す。

本部 （法人）少なくなってきている。

（法人）他社よりやや価格が高いが、品質と信用で受注を確保している。

（法人）継続的にアパート建築受注は法人より受注している。

（ビル）引き合いはそこそこあるが、商談での競合、値引きは、従前より強くなって受注は厳
しい。

（リフォーム）リフォームの受注に関するコメントを示す。

本部 （リフォーム）受注、施工単価も変化なく横ばいの状況。
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